
（別紙３）

～ 2025年11月21日

（対象者数） 31 （回答者数） 20

～ 2025年11月21日

（対象者数） 26 （回答者数） 22

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

チャレンジ保育、わくわく保育を中心に活動の充実を図る。
また支援会議等にて多職種間で情報共有し、さらに支援の充
実を図っていく。
令和8年度、歩行可能利用者プログラムを実施予定としてい
る。

2

今後も、親子通園による支援は当園の強みになる。緊急一時
預かりについては、休息目的まで預かり要件を緩和するなど
出来る範囲で柔軟な対応を行っていく。保護者学習会の内容
の充実も図る必要がある。
令和8年度も親子通園を中心に運営実施していく。

3

歩行可能な発達に課題のあるお子さんの支援について質の向
上を図る必要がある。引き続き、外部研修派遣等を通じて専
門性の向上を図りつつ、質の高い支援が実施出来るよう努め
ていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

歩行可能な発達に課題のあるお子さんへの支援について、令
和8年度より歩行可能利用者プログラムを実施する予定。段
階的に充実した支援が可能になるよう取り組みを行ってい
く。またご希望に応じて施設移行相談を行っていくことで、
歩行可能利用者の利益に繋がる支援を実施していく。

2

令和６年度末に電子カルテ及び療育システムが導入された。
引き続き東京都全体でＩＣＴの活用及び職員のＩＣＴ教育の
啓発及び実践を行っているところである。ＩＣＴ媒体を活用
し、業務の改善を進め、支援の質を高める取り組みを継続し
ていく。

多職種が協力して、利用児一人ひとりの状況に応じた多様な
活動を提供している。

医療職として医師、看護師、リハビリ職員としてＰＴ、Ｏ
Ｔ、ST、心理職、福祉職として児童発達支援管理責任者、児
童指導員、保育士により総合的な療育支援を提供している。
そのさい、多職種が協力し、個別の状況に応じた多様な活動
を提供するよう努めている。

○事業所名 東京都立北療育医療センター城北分園

○保護者評価実施期間 2025年10月15日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 2025年10月15日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年　2月　19日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

歩行可能な発達に課題のあるお子さんへの支援。
旧医療型児童発達支援施設であるため、支援内容が肢体不自
由児及び重症心身障害児に特化した支援を行って来た。令和8
年度より児童発達支援センターへ移行する予定。

支援の質を高め、業務改善を進めていくためにも、さらなる
ＩＣＴの活用及び職員への研修によるデジタル化を推進する
こと。

デジタル媒体への移行が進み、紙媒体は減少しているものの
一定量は残っている。コストと時間の負担が大きい上、修正
が難しく、情報量に制限があり、環境への影響も大きいと
いった課題がある。

保護者支援の視点で、親子通園、保護者学習会や緊急一時預
かりなどを行い、利用児の通園生活の安定を図っている。

親子通園を通じて、保育、個別支援（リハビリ）、給食、生
活動作について、早期療育を目指し支援している。また保護
者学習会の開催し、子育てに必要な情報提供を行っている。
保護者支援の視点で総合的な支援を行っている。保護者の事
情により、緊急一時預かり支援も行っている。

職員のスキル向上を図る取り組みを行っている。

【所内研修】
新入・転入職員研修（オリエンテーション）／事故防止・安
全対策研修／院内感染予防研修／身体拘束関連研修／虐待防
止・権利擁護研修．／ＢＬＳ講習会／摂食・嚥下研修／コン
プライアンス研修／人権問題研修など
【所外研修】
各職種外部研修への派遣／接遇研修への派遣／療育学会等へ
の発表及び派遣など
【新任職員教育】新任職員チューター制度の実施
など職員の向上を図る取り組みを行っている。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

事業所における自己評価総括表公表


